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図 1 産技研の主要業務一覧(2014年度実績)．

図 2 SIP プログラムにおける産技研の位置づけ．

図 3 生産加工における主な対応技術分野．
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. 産技研の特徴と本プロジェクトでの役割

大阪府立産業技術総合研究所(産技研)は，1929年に大阪

市西区江之子島に創設された公設試験研究機関(当時の名称

は『大阪府工業奨励館』)であり，以後80数年にわたり地域

の産業・科学技術の振興に貢献して来た．大阪府の(公的な)

施設であることから，地方公務員法(または地方独立行政法

人法)の守秘義務規定の適用を受け，地域企業の皆様からは

安心して相談できる機関として評価を頂いている．持ち込ま

れた技術課題(技術相談)に対しては，図に示すように，依

頼試験，機器開放，受託研究，産学官共同研究など，適切な

技術サービスを提示し，ワンストップでの解決を図っている．

1996年の大阪市から和泉市への移転は，大きな転機とな

った．その際掲げた『開放と交流』の理念として，最新の機

械設備(約50億円を投資)を充実させると同時に，地域企業

の方々に自由にご利用頂けるよう開放(機器開放)を実施し

た．技術開発のスピードアップ化に対応すべく，気軽に利

用・相談を頂ける体制を構築した．また，2012年の独立行

政法人化からは「オープンイノベーション」の考えのもと，

産官学の連携に基づく，高い技術レベルの共同研究を積極的

に推進して来た．一方で，『依頼試験，機器開放など手数料

の後納対応(ただし受託研究は前納)』，『郵送での受付対応』

などを実現し，常に利用者ニーズに敏感なサービスの提供

と，地域に密着した技術支援を続けている．

本 SIP 事業は，前述のように，デライト最適化上流設計

と付加製造技術を両輪に，異方性カスタムによる高付加価値

化を特色に，上流から下流までを一気通貫する新ものづくり

体制を実証することを目的とした共同研究であり，我々は上

述の「オープンイノベーション」の実践の場であると捉えて

いる．

図に示すように，大阪大学，パナソニック株をはじめ，

生体福祉，カスタム個電，航空エネルギー部品の異方性カス

タム化を牽引する企業が先導的に研究開発・実証を進める

中，産技研は，秘密保持に対する信頼性，地域企業との接点
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図 4 金属 AM に関する技術相談内容の近年の傾向．
(a)相談内容(分野)の内訳，(b)材質の内訳．

図 5 研究開発提案書と審査のポイント．
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の多様さ・簡便さ，最新の機械装置の豊富さ(図に生産加

工分野の一例を示す)を背景に，大阪大学に設置された異方

性カスタム設計・AM 研究開発センターのサテライトとし

て，開発された技術の利用促進を目指すプラットホームの一

角を形成するとともに，地域企業の積極的な新規参入，企業

間連携を推進するための技術支援窓口の機能を担う．

. 地域企業の革新的設計・付加製造拠点への期待

関西の地域資源は，金属材料を中心とした難加工性材料を

取扱う企業群である．例えば，金属 AM(Additive Manufac-

turing)部門に限った場合，年間400件程度の技術相談が産技

研に寄せられる．

図は当所における近年の金属 AM に関する技術相談内

容の傾向をまとめたものである．基本情報の収集に関する問

い合わせが33と最も多いものの，部品製造への金属 AM

の適用，粉末材料等の新規開発，テストピースの作製と試験

の実施による特性評価の 3 項目で55と過半数を超え，難

加工材の積層造形技術の実用化に対する期待が非常に大きい

ことが伺える．寄せられた問い合わせは，BtoB 企業からの

ものが多く，自動車，航空機，医療機器，電気機器，産業用

機械などの要素部品の製造・加工技術に関するものである．

BtoC 企業からの問合せが多いプラスチック AM とは対照的

な特徴と言える．また材質別に分類すると，Fe 系が34と

最も多く，非鉄材料の Al 系が16, Ti 系が13と続き，そ

の他の材料が33を占めている．この結果は，部品製造に

汎用的に用いられる Fe, Al, Ti 系材料に注目が集まると同

時に，これら以外の粉末に対するニーズも大きいことを示し

ている．技術相談の中には，結晶方位制御をはじめとする

「材質の異方性」の適用や，ラティス構造をはじめとする

「形状の異方性」に関する相談も散見され，異方性カスタム

製品の創出に対する期待が大きく，その土壌が熟成しつつあ

ると実感している．

. 新規企業の参入，地域活性化への道筋

第 2 章で言及した BtoB 企業から持ち込まれる問い合わせ

は，いわゆる狩野モデル(1)における Better 設計(性能品質

要求仕様の充足と顧客の満足は比例するという考え方)に基

づく技術課題が多い．一方で，材質制御＋形状制御による

Delight 設計(魅力品質)に基づく課題は少なく，異方性付与

を通じた Delight 設計(魅力品質)の重要性，有用性を着実に

広報していくことも非常に重要な課題と考えている．2014

年度は特別講演，招待講演，各種セミナーをのべ21回実施

し広報を進めて来たが，本年度以降も引き続き本拠点で提唱

する「カスタム化」，「材質・形状異方性」によるデライト製

品創出の構想を浸透させていく予定である．

2014年度に異方性カスタム設計・AM 研究開発センター

の整備を終え，Delight 設計ツールの共通基盤(材質＋形

状，異方性)が整備されていく中，2015年 4 月より本プロジ

ェクトへの新規参画企業の公募を開始した．図に公募のた

めの申請書を示す．本プロジェクトの最終目標は異方性カス

タム製品による新市場の創成を通じた経済活性化であり，こ

れを実現するためには，多くの新規企業の参画による「進化

する拠点」の構築が必要不可欠である．

本 SIP 事業(異方性カスタム)への新規参画や各種セミナ

ーへの参加にご興味をお持ちの企業は，ホームページ

(http://www.mat.eng.osakau.ac.jp/sipk/)をぜひご参照頂

きたい．
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